第48回日本薬剤師会学術大会参加報告

唐津東松浦薬剤師会薬局　久保博嗣

メインテーマ「噴き上がれ！湧き上がれ！私たちの熱き思い～地域に求められる薬剤師として～」のもと、11月22,23日の2日間鹿児島にて第48回日本薬剤師会学術大会が開催された。逆風にある薬剤師が社会に必要不可欠な立場として活躍していくためには、何を考え取り組んでいくべきか大変参考になり刺激をもらえる講演、発表が数多くなされていた。
今回私はポスター発表形式にて参加させて頂き、現在取り組んでいる薬剤師教育について発表を行った。興味のある先生方、気兼ねなくご一報頂ければ幸いです。

セルフメディケーションにおける薬剤師教育への取り組み

～これからの薬局薬剤師の在り方について考える～
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【目的】セルフメディケーションとは、「自分自身の健康に責任を持ち、軽度な身体の不調は自分で手当てすること」と定義される。つまり自分の健康は自分で管理し、自己判断できる軽い病気やケガはOTC薬などを活用し自分で治療を行うという考え方である。私達薬局薬剤師はこの生活者のセルフメディケーションに対してあらゆる角度からサポートすることが求められており、例えば生活者が不調を訴え薬局へ来局した際、担当薬剤師は病状を含めその患者の全体像を把握し、得られた情報から受診勧奨、OTC薬の選択、生活指導までを含む最適かつ総合的な治療を選択し提案しなければならない。その為には臨床的知識、コミュニケーション能力、意思決定能力といった臨床判断能力の向上が必要で、佐賀県においては平成24年度より唐津市を中心に薬剤師の臨床判断能力向上セミナー（以後セミナーで記載）を開催している。今回平成26年11月に佐賀県薬剤師会で催されたセミナーを基に、セルフメディケーションにおける薬剤師教育の重要性及び研修手法について検討し、今後の薬局薬剤師の在り方について考察を行った。
【方法】東京理科大学・坂巻弘之教授を研究代表とする薬剤師生涯教育研究班による薬剤師教育プログラムを参考に作成した研修資材を基にセミナーを行い、参加者からのアンケート結果を踏まえ、セルフメディケーションにおける薬剤師の役割について検証した。

【結果】参加者より「実践的で今後の業務に活かせる内容だった」「患者と向き合う上での心構えについて考えさせられた」「受診勧奨を念頭においた患者対応の必要性を感じた」「必要とされる薬剤師は病態の知識だけでなくOTC薬、栄養管理など幅広い知識をもつことが重要」などの意見が挙がり患者への臨床判断能力の向上に有意義な研修会であるとの評価を得た。
【考察】近年刻々と変化する医療界において、薬局薬剤師は従来の調剤主体の業務形態から患者（生活者）の健康増進に寄与した活動に従事する姿勢が重要となっている。また、薬剤師が患者との信頼関係を構築するためには、患者背景を考慮した提案を心掛けることが大切である。この臨床判断能力向上セミナーは、薬局薬剤師として重要となる受診勧奨を念頭においた情報収集の取り方、相手目線にたったセルフケアを含めた幅広い提案についてブラッシュアップを行い、薬剤師が生活者と医療との架け橋となり生活者の健康維持のサポート役となれるよう意識を高めあう内容である。
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